
 

この答申は、審議会の結果であり、議会としての最終決定事項では

ありません。 

米原市議会としては、この答申を受け、今後、最終的な方針を決め

ていくこととなります。 
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とから、米原市として相応しい議員定数の見直しを引き続き検討されたい」との

意見が付されていました。 

     本審議会としても、この点を考慮しつつ、人口や面積、また議員報酬との関連を

審議し、現時点では現在の定数から２人減じた 16人が望ましいとの結論に至りま

した。 

 

  ウ 政務活動費について 

    本市の政務活動費は全国の同規模都市と比べると低い水準にあり、県内の他市と

比べても下位の水準にあります。しかしながら、毎年度の政務活動費の収支状況を確

認すると、返還している会派等もあります。一方、使途としては広報費等に大部分が

使われており、資質向上のための研修費等への支出が少ない状況がありました。 

    この状況を分析し、政務活動費が低い水準にあるため研修費等への十分な支出が

できないのではないかとの意見がありました。このことから、議員一人一人が市民に

寄り添い、より一層の市民福祉の向上に寄与するため、高度な識見とより専門的な知

識を兼ね備える努力を不断に行うとともに、会派・議員活動の在り方と議会改革の推

進等の検証を行った上で、現行額から月額 5,000 円増額の月額 15,000 円（年額

180,000 円）までの範囲で見直すことが望ましいのではないかとの結論に至りました。 

 

３ 付帯意見 

   本審議会は、新型コロナウイルス感染症禍という状況の中でありましたが、委員一同

真摯に審議を行い、議会のあるべき姿、未来像をも議論し、その上で望ましい姿を判断

し、結論を出したものです。 

   議会におかれましては、新型コロナウイルス感染症の影響等を見極めながら検討を

進められることを望みます。 

   また、議員の今日的な性格が、より専門性を成し、公務としての議員活動も複雑化し

ていることから、より専門的な知見の習得も含め、より市民に開かれた議会、多様な主

体が参画できる議会をめざし、さらなる発展をされることを望みます。 

   なお、議員定数にあっては、人口や経済・社会情勢等を勘案しつつ、引き続き本市と

して適正な人数の検証を行われるよう希望します。 

 

４ その他の意見 

   本審議会の答申内容は３ 付帯意見までです。しかし、議論の経過において以下のよ

うな意見もあったことから、その他の意見として付記するものです。 

 

（１）議員報酬について 

議長の報酬については、元々高水準であるため、副議長や議員とあわせて改定する

必要はないのではないか。現行どおり据え置きすることが適当ではないか。 

以上 


